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１０
月
１７
Ｈ
　
朝
か
ら
曇
り
空
な
が
ら
暑
い
く
ら
い
の
陽

気
の
な
か
　
校
友
会
１
２
５
周
年
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

応
援
部
で
始
ま
り
応
援
部
で
開
め
た
が
　
や
は
り
学
生
た

ち
の
は
じ
け
る
若
さ
を
見
る
だ
け
で
心
躍
る
。
今
年
か
ら

卒
業
』
年
日
の
技
友
も
ホ
ー
ム
　
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
対
象

で
あ
る
．
白
丼
総
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
年
当
時
の
日
本

や
早
稲
口
を
取
り
巻
く
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
話
さ
れ
る
．

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
時
代
だ

っ
た
と
　
参
加
者
も
と
も
に

歩
ん
で
き
た
青
春
時
代
を
振
り
返
っ
て
い
る
よ
う
で
　
あ

ち
こ
ち
で
頷
く
姿
が
見
ら
れ
た
．

特
別
稲
魂
賞
は
サ
ッ
カ
ー
の
岡
田
武
史
監
督

へ
贈
ら
れ

た
。
バ
ツ
シ
ン
グ
な
ど
叩
か
れ
る
た
び
に
問
志
が
湧
い
て

き
て
　
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
。

「日
本
は

い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ば
い
あ
る
．
そ
れ
と
同
じ
で
他
国
に

も
い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ば
い
あ
る
。
外
国
の
人
も
み
な
自

口
を
誇
り
に
思

っ
て
い
る
一
と
話
さ
れ
た
。
世
界
で
仕
事

を
し
て
き
て
　
自
分
の
言
葉
を
持
っ
て
い
る
人
だ
と
改
め

て
感
じ
た
。

ｎ
月
に
就
任
な
き
る
鎌
日
薫
新
総
長
も
技
友

へ
の
ご
挨

拶
．
そ
し
て
前
鴛
海
会
長
も
都
内
稲
円
会
会
長
の
技
友
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
．
記
念
会
生
の
広
い
膚
上
で

真

っ
赤
な
椅
子
に
座
り
感
無
量
の
お
顔
で
あ
っ
た
．

午
後
か
ら
１
２
５
記
念
稲
円
余
．
狭
い
大
限
講
堂
前
の

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
に
ぎ
わ
い
。
１
２
５
を
記
念
し
て
発

足
し
た
武
蔵
村
山
　
東
大
和
　
羽
村
稲
円
会
の
ご
紹
介
も

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
．
‥
多
摩
２６
稲
円
会
が
揃
い

ぶ
み
．
さ
あ
　
こ
れ
か
ら
と
い
う
思
い
だ
．

今
年
は
特
別
な
の
で
　
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

あ
る
。
音
楽
祭
　
講
演
　
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ョ
ー
や
ブ
ー
ス

に
　
例
年
よ
り
多
い
参
加
者
が
集
ま
っ
て
い
る
．
奨
学
生

が
随
所
で
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
私
た
ち
先
輩
校
友
６
４

０
人
が
校
友
会
費
を
払
う
と
　
　
人
の
学
生
の
４
年
間
の

奨
学
金
支
援
に
な
る
．

サ
ロ
ン
　
ド
　
三
多
摩

（８
面
ス
ナ
ツ
プ
参
照
）
の
テ

ン
ト
も

．
多
摩
の
憩
い
の
場
と
し
て
　
す
っ
か
り
大
限
庭

園
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
だ
。
わ
が
立
川
稲
円
会
の
メ
ン

バ
ー
も
声
を
張
り
上
げ
　
今
年
も
い
き
い
き
と
動
い
て
い

る
。

，
川
稲
円
会
は
今
年
も
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
よ

リ
ビ
ー
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
売
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。

毎
年
甘
え
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
る
が
ほ
ん
と
う
に

，
難
い

こ
と
で
あ
る
．

立
川
稲
円
会
は
大
学
や
校
々
会
に
関
わ

つ
て
い
る
会
員

が
多
い
．
こ
の
稲
円
祭
も
そ
の

一
つ
だ
。
知
恵
や
時
間
で

貢
献
し
　
よ
く
働
い
て
い
る
．
直
に
感
し
た
技
友
会
の
よ

う
す
を
伝
え
や
す
い
．
逆
に
い
え
ば
地
域
の
声
も
枝
友
会

活
動
に
反
映
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
だ
。
母
校
の
地
を
踏

む
と
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
　
や
は
り
ヽ
校
は
長

い
歴
史
を
の
み
こ
ん
で
き
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
て
い

る
よ
う
だ
．

予
定
通
り
■
時
に
大
限
講
堂
前
で
総
長
は
じ
め
参
加
者

全
員
校
歌
を
歌
い
閉
会
と
な

っ
た
。
大
限
銅
像
の
前
ま
で

行

っ
て
後
ろ
を
振
り
返
る
と
　
イ
チ
ョ
ウ
並
本
に
は
さ
ま

れ
た
大
限
講
十
の
時
計
の
あ
か
り
が
　
夕
暮
れ
の
な
か
で

ひ
と
き
わ
明
る
く
浮
か
び
あ
が

っ
て
い
た
．

志
村
　
順
子

＾
Ｓ
４０
　
文
）

写真 0早稲田大学校友会設立125周 年記念、校友

功労者受費者―同。O同 ホームカミングデー記

念式奥会場全景。
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▲ハワイ民族舞踊研究会のフラダンス

2010稲門祭も盛大に

早稲田大学記念会堂で開催されたホームカミングデーの式典
に引き続き「2010稲 門祭」も盛大に開催された。

この日の大学キヤンパス、大隈講堂、講堂前、大限庭園はま

さに校友で埋め尽くされていた。以下に当日のスナップ集をお

届けします。

恒例の福引き拍選会。ゲス トの

日原総―朗氏と司会の露木茂氏●

される人波の▲キヤンパスと ▼講堂前

▲応援団による応援指導

大隈庭国に校友会125周 年記念 記念

碑 [と もに世界へ ともに未来へ]

が建立された。

▼賞状を手にする鷲海量良さん

IW―
と
`.=1.^'も

:A'=

講堂前の特設舞台には 多士済々

のゲス ト陣 小室哲哉 タモリ

浅井慎平氏らが登壇.
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全
国
的
に
も
　
二
多
摩
地
区
で
も
、

地
域
社
会

へ
の
貢
献
活
動
が
多
く
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
稲
門
会
の
目
的
の

一
つ

て
も
あ
る
。
立
川
稲
門
会
の
会
員
も
地

元
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
的
に
色
々
な
関
わ

っ
て
い
る
。
役
員
を
中
心
に
、
私
の
わ

か
る
範
囲
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

た
ち
か
わ
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

（Ｔ

Ｍ
Ｃ
）
―
小
林
和
雄
　
佐
竹
茂
市
郎

・

波
多
野
進
。
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
二
〇

一

三
立
川
市
実
行
委
員
会

（第
６８
回
国
民

多
野
進
　
小
木
曽
夏
樹
。
た
ち
か
わ
市

民
交
流
大
学
―
和
国
宏

・
井
川
芳
架

・

米
国
典
弘
　
広
瀬
俊
夫
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
・
知
の
木
々
舎
＝
横
幕

玲
子

・
鈴
木
茂
夫
。

大
岩
泰
世
―
柴
中
会
。
榎
本
信
行
＝

立
川
商
工
会
議
所
顧
間
弁
護
■
。
鴛
海

量
良
―
立
川
市
公
の
施
設
指
定
管
理
者

候
補
者
選
定
審
査
会
。
志
村
順
子
１
東

京
家
庭
裁
判
所
立
川
支
部
調
停
員
。
中

村
克
久
―
立
川
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
中
村
信
＝
猿
若
句
会
。
錦
織

文
良
＝
Ａ
Ｍ
Ｒ
会

（ア
メ
ニ
テ
イ
の
研

究
　
実
践
）
。
鈴
木

一
広
＝
立
川
ま
ち

お
ん
。
日
中
清
勝
―
立
川
市
議
会
副
議

長
。
木
村
辰
幸
１
東
京
立
川
ロ
ー
タ
リ

繰
り
返
し
て
完
拝
の
見
込
み
だ
。
各
々

の
霊
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
起
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
現
代
に
生
き
残
る
我

々
に
と
つ
て
は
遠
い
過
去
の
物
語
。
そ

れ
よ
り
も
植
物
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
自

然
、
住
時
を
偲
ば
せ
る
山
里
の
風
景
と

―
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
委
員
会
．
森
山
勇

・
善
弘
＝
元
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
東
京

地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
特
別
姜
護
者
人
ホ
ー

ム
　
フ
エ
ロ
ー
ホ
ー
ム
ズ
。
小
林
章
子

―
第
二
回
た
ち
か
わ
男
女
平
等
フ
オ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
、
第
九
小
学
校
授
業

支
援
．
柴
香
里
＝
立
川
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

（非

行
に
走
っ
た
子
供
　
問
題
を
抱
え
る
子

供
の
支
援
）
。
米
口
典
弘
＝
立
川
青
年

会
議
所
副
理
事
民

私
の
少
な
い
情
報
で
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
頑
り
も
漏
れ
も
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
、
お
絆
し
下
さ
い
。
地
域
の
お
役

に
立

つ
行
動
の

一
歩
に
な
れ
ば
幸
い
て

す
。
来
年
は
、
こ
れ
以
外
の
多
く
の
ご

報
告
が
出
来
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

（Ｓ
３９
・
文
）

人
情
に
触
れ
る
の
が
目
的
だ

っ
た
。
今

の
巡
礼
路
は
車
の
通
れ
る
立
派
な
道
が

殆
ど
だ
が
　
そ
の
分
距
離
は
か
な
り
長

く
な
っ
て
い
る
感
じ
だ
つ
た
。
ま
た
時

々
敢
え
て
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て

残

っ
て
い
る
古
道
に
も
挑
ん
だ
が
　
結

構
辛
い
行
程
だ
つ
た
。
完
拝
を
前
に
、

そ
ん
な
日
々
を
振
り
返
り
、
満
足
感
に

浸

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

７

●
８
月
を
除
く
毎
月
第
二
火
曜
日

に
道
行
を
楽
し
ん
だ
が
、
初
回
は
２
月

２３
日
だ
つ
た
。
初
回
は

一
番
　
四
満
部

寺
～
五
番
　
語
歌
堂
ま
で
．
３
月
は
九

番
　
明
智
寺
～
十

一
番
　
常
楽
寺
。
４

月
は
十
二
番
　
野
坂
寺
～
十
九
番
　
神

門
寺
。
５
月
は
二
十
番
　
岩
之
上
堂
か

ら
二
十
五
番
　
久
晶
寺
。
６
月
は
二
十

七
番
　
大
淵
寺
～
三
十
番
　
法
雲
寺
。

９
月
は
二
十
六
番
　
円
融
寺
と
二
十

一

番
　
観
音
院
、
三
十
二
番
　
法
性
寺
。

Ю
月
は
冒
頭
記
載
の
ニ
カ
所
の
予
定
。

順
路
や
疲
れ
等
の
関
係
で
順
番
通
り
廻

っ
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
こ
れ
を

「逆

打
ち
」
と
言
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。　
一
回
の
歩
行
距
離
は
Ю
キ
ロ
～

‐５
キ
ロ
位
。

武
甲
山
は
秩
父
の
象
徴
だ
が
、
今
ま

で
見
た
こ
と
も
な
い
武
甲
山
を
見
た
の

も
巡
拝
の
収
穫
だ
っ
た
ろ
う
か
。
四
季

折
々
、
札
所
に
咲
き
誇
る
花
、
路
傍
か

ら
語
り
か
け
る
野
の
花
。
住
時
を
偲
ば

せ
る
山
里
の
風
景
と
素
朴
な
人
々
の
挨

拶
等
々
、
心
の
癒
さ
れ
た
巡
礼
旅
だ

っ

た
。
な
お
九
月
ま
で
の
参
加
者
は
、
井

川
　
伊
藤
　
大
岩

。
大
上
　
小
木
曽

古
明
地

・
口
中
　
富
樫
　
中
村

。
長
谷

川
　
浜
口

ｏ
原
　
古
川
　
宮
崎

・
森
下

敬^
称
略
）
の
１５
名
。
各
回
五
～
十
二

名
で
、
全
回
参
加
は
中
村
と
原
の
２
名

で
す
。
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四
二
）
五
■
ニ
ー
人
九
Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ａ
Ｘ

〇^
四
二
）
五
一
二
―
人
九
五

一

０
ア
イ
　
エ
ー
　
ビ
ー
多
庫

―
・‥
中

　

村
　
　
　
　
信

＾
Ｓ
∞
　
文
）

立
川
市
嗜
町
ニ
ー
六
―

一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇^
四
二
）
五
二
三
―
三
二
三

一
ω

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇^
四
二
）
五
二
三
―
三
二
三
二

８
メ
ー

ル

３̈
１
３
９
ざ
●
も
３
彗
ｏ
こ
●

大
会
）
―
志
村

順
子
　
木
村
辰

幸
。
立
川
国
際

友
好
協
会

（Ｔ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）
＝
波

散
策
の
会
　
今
年
の
目
標

「秩
父
札

所
二
十
四
カ
所
巡
り
」
も
、
Ю
月
２６
曰

の
二
十
二
番
　
菊
水
寺
、
三
十
四
番
水

潜
寺
の
参
詣
で
完
拝
の
予
定
。
秩
父
観

音
霊
場
は
狭
い
盆
地
内
に
二
十
四
カ
所

の
札
所
が
集
約
さ
れ
、　
一
巡
し
て
も
約

∞
キ
ロ
の
行
程
．
板
東
札
所
二
十
三
カ

所
は

一
部
五
県
の
広
城
に
広
が
っ
て
お

り
、
時
間
も
費
用
も
相
当
の
物
だ
っ
た

の
に
比
べ
　
手
軽
な
巡
拝
だ

っ
た
と
の

こ
と
．
７
～
８
日
で
廻
れ
た
の
で
　
江

戸
庶
民
に
と
つ
て
憧
れ
の
ス
ポ
ツ
ト
だ

っ
た
。
我
々
も
パ
ス
　
タ
ク
シ
ー
　
電

車
を
使
い
な
が
ら
、
７
回
の
日
帰
り
を

ｎ
月
７
日
、
石
口
波
郷
俳
句
大
会
の

第
二
回
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
俳
句
大

会
に
予
め
応
募
さ
れ
た
句
の
中
か
ら
、

佐
竹
茂
市
郎
さ
ん
の

［本
棚
の
奥
よ
り
黎
気
取
り
出
せ
り
］

の
句
が
選
者

・
徳
日
千
鶴
子
の
特
選
に

選
ば
れ
た
。

佐
竹
さ
ん
は
長
兄
の
影
響
で
作
句
を

始
め
、
職
場
や
稲
門
会
会
員
が
数
名
参

加
し
て
い
る
猿
若
句
会
な
ど
で
研
顔
を

積
み
、
今
回
の
受
賞
に
輝
い
た
。
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当
会
も
発
足
６
年
口
を
む
か
え
、
例

年
　
早
慶
戦

（毎
年
Ｈ
月
２３
日
（祝
じ

早
明
戦

毎^
年
１２
月
第

一
日
曜
日
）
を

立
川
稲
酔
会
は
平
成
１０
年
８
月
に
発

足
し
て
１３
年
目
　
今
年
で
通
算
３９
日
の

会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
．
４
月
２７

口
市
内
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
　
ダ
イ
エ
ン
グ

バ
ー
に
１９
名
が
集

っ
て
第
３７
回
日
の
稲

酔
会
を
開
催
　
６
月
２
口
に
は
多
摩
川

沿
い
の
工
市
の
稲
門
会
合
同
の
稲
酔
会

合^
同
第
１４
回
立
川
第
“
回
）
を
青
梅

稲
酔
会
の
主
催
で
御
岳
浜
谷
沿
い
の

「

ゆ
ず
の
里
　
勝
仙
関
」
に
２‐
名
の
参
加

を
得
て
開
催
し
　
地
元
の
銘
酒

「沢
の

鶴
」
を
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
着
に
楽
し
ん

で
参
り
ま
し
た
。

立
川
　
昭
島
　
福
生
　
青
梅
　
あ
き

る
野
五
市
の
合
同
稲
酔
会
が
発
足
し
た

の
は
平
成
１３
年
　
４
市
稲
酔
会
が
幹
事

中
心
に
観
戦
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
　
早
慶
戦
が
稲
円
会
総
会
日
と
日
程

が
重
な
り
早
明
戦
の
み
の
観
戦
と
な
り

ま
し
た
。

２‐
年
１２
月
６
日
（日
）
に
早
明
戦
　
会

場
　
国
立
競
技
場

へ
。
参
加
を
は
　
鴛

海
量
良
　
木
村
辰
幸
　
木
村
伊
志
　
竹

島
正
機
雄
　
堤
清
、
堤
美
代
子
、
富
樫

稔
　
長
谷
川
英
夫
　
江
本
正
記
、
原
健

一　

広
瀬
俊
夫
　
大
上
保
　
以
上
１２
名

で
し
た
．
試
合
終
了
後
に
は
　
信
濃
町

駅
近
く
の

『
山
水
』
に
て
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
度
は
Ｈ
月
２３
日
に
早
慶
戦
、

１２

月
５
日
に
早
明
戦
が
開
催
さ
れ
る
．
会

員
　
同
こ
ぞ
っ
て
観
戦
　
応
援
に
駆
け

つ
け
る
予
定
で
す
．

（Ｓ
３８
　
教
育
）

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
我
が

家
に
は
ビ
ー
ル
は
ア
サ
ヒ
　
酒
は
嘉
泉

と
菊
水
　
私
の
話
の
様
子
で
女
房
が
決

め
て
し
ま

っ
た
も
の
で
す
．

最
近
は
女
性
の
愛
飲
家
も
ふ
え
て
き

た
の
か
稲
酔
会
に
も
女
性
の
参
加
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
７
月
１６
口
第
”
回
日

の
稲
酔
会
に
は
立
川
稲
門
会
３
名
　
府

中
技
友
会
か
ら
３
名
の
稲
円
美
女
６
人

の
参
加
が
あ
り
日
頃
か
ら
研
鑽
さ
れ
て

い
ら

つ
し
や
る
見
事
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
の
ビ
披
露
が
あ
り
高
尚
な
色
気
を

堪
能
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
宴
会
場
の

オ

ハ
ナ
カ
フ

ェ

（錦
町

一
丁
目
）
で
は

日
本
酒
だ
け
で
な
く
ワ
イ
ン
　
シ
ヤ
ン

バ
ン
　
カ
ク
テ
ル
も
用
意
し
て
ド
さ

っ

「散
策
の
会
」
を
立
ち
Ｌ
げ
第

一
回

と
し
て
平
成
１６
年
４
月
　
立
川
の
古
村

の
面
影
を
求
め
て
諏
訪
神
社
／
芝
崎
分

水
路
跡
／
満
願
寺
跡
／
普
済
寺
／
残
堀

川
／
根
川
等
を
歩
い
て
か
ら
６
年
以
上

が
経
過
し
た
。
近
郊
の
軽
い
散
策
　
街

道
踏
破
な
ど
の
テ
ー

マ
を
決
め
た

ハ
イ

ク
と
少
し
趣
を
替
え
た
月
２
回
の
活
動

は
メ
ン
バ
ー
の
交
女
関
係
を
深
め
　
各

人
の
心
身
の
健
康
維
持
に
貢
献
し
て
い

スつ
．今

年
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
ハ
イ
ク

は
昨
年
ま
で
の

「甲
州
街
道
踏
破
」
に

続
き

「秩
父
札
所
巡
り
」
に
挑
戦
．　
一

方
　
軽
い
散
策
の
力
は
昨
年
迄
の
昭
和

記
念
公
園
を
中
心
と
し
た
近
郊
散
策
だ

け
で
な
く
　
一
人
で
は
億
助
な
映
画
鑑

賞
な
ど
の
文
化
活
動
を
混
ぜ
て
第
二
火

曜
日
を
楽
し
ん
で
い
る
。

「秩
父
札
所

巡
り
」
は
別
稿

（３
面
）
で
紹
介
す
る

こ
と
と
し
て
　
本
稿
で
は
今
年
の
近
郊

散
策
の
様
子
を
ビ
報
告
し
た
い
．

１
月
“
口
浅
草
寺
参
拝
後
　
築
地
ま

で
歩
き
、
築
地
で
新
年
会
．
２
月
６
１１

吉
永
小
百
合
主
演
の
映
画

「あ
に
い
も

う
と
」
鑑
賞
．
３
月
９
日
３
Ｄ
映
画

「

ア
バ
タ
ー
」
鑑
賞
．
４
月
１３
日
新
宿

「

未
広
亭
」
に
て
落
語
鑑
賞
．
５
月
Ｈ
曰

あ
き
る
野
市
の

「横
沢
入
里
山
保
全
地

域
」
を
中
心
と
し
た
散
策
．
６
月
８
１１

仲
代
達
矢
主
演
の
老
後
の
家
族
の
絆
を

孫
と
の
旅
で
確
か
め
た

『本
と
の
旅
」

鑑
賞
．
９
月
１４
曰
昭
和
記
念
公
国
で
散

策
。
今
後
は
１０
月
１２
日
浅
草
寺
参
拝
と

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
遠
望
　
Ｈ
月
９
Ｈ
無

門
庵
で
お
茶
会
を
　
１２
月
１４
曰
昭
和
記

念
公
園
散
策
と
忘
年
会
を
予
定
し
て
い

る
。
盛
夏
の
７
　
８
月
は
活
動
を
休
ん

だ
が
　
そ
の
間
淋
し
か
っ
た
と
の
声
が

大
き
か
っ
た
．

常
に
１０
名
以
上
が
集
う
メ
ン
パ
ー
の

大
■
は
７０
歳
を
超
え
て
い
る
が
　
皆
元

気

一
杯
．
同
年
齢
の
人
た
ち
よ
り
も
我

々
は
若
い
と
い
う
の
が
メ
ン
バ
ー
の
自

慢
で
す
。
　

　

　

　

（
Ｓ
“
　
政
経
）

ゴ
ル
フ
受
好
会
も
、
平
成
８
年
５
月

‐７
日
に
多
摩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

旗
揚
げ
し
て
か
ら
本
年
ま
で
１４
年
の
実

績
を
積
み
重
ね
　
コ
ン
ペ
回
数
は
本
年

６
月
の
開
催
で
２８
口
と
な
り
ま
し
た
．

平
均
開
催
は
春
　
秋
の
２
回
ペ
ー
ス

で
近
場
の
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
て
行

っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
も
会
の

活
動
の
歴
史
と
共
に
歩
み
　
平
均
年
齢

も
高
く
な

っ
て
来
ま
し
た
の
で
　
昨
年

は
特
に
Ｓ
“
年
代
牟
を
中
心
に
募
集
し

て
、
本
年
度
も
含
め
て
九
名
も
増
員
し

て
会
員
の
若
返
り
が
少
し
達
成
出
来
ま

し
た
。
今
後
の
会
の
作
続
に
大
変
よ
ろ

こ
ば
し
い
こ
と
で
す
。
会
員
が
増
え
た

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
メ
ン
バ
ー

構
成
で
す
。　
ハ
ン
デ
イ
キ
ヤ
ン
プ
は

平
均
す
る
と
　
中
心
が
加
台
で
勿
論
シ

ン
グ
ル
は
２
　
３
人
．
１０
台
は
５
　
６

人
で
　
∞
台
も
少
し
お
リ
　
バ
ラ
ン
ス

良
く
楽
し
く
ブ
レ
ー
し
て
い
ま
す
．
勿

わ
が
駅
伝
同
好
会
は
　
２
０
０
９
年

Ｈ
月
７
口
　
日
立
昭
和
記
念
公
国
内
で

行
わ
れ
た
　
駅
伝
カ
ー

ニ
バ
ル
に
参
戦

し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
　
号
砲

一
発
　
第

一
定
者
小
林
が
ス
タ
ー
ト

論
優
勝
者
は
ハ
ン
デ
イ
上
位
の
レ
ギ

ュ

ラ
ー
で
す
。
ブ
レ
ー
が
終
了
し
て
か
ら

が
ま
た
楽
し
み
が
待
っ
て
い
ま
す
．
立

川
駅
の
近
く
の
Ｒ
酒
屋
で
　
表
彰
と
反

省
の
飲
み
会
で

一
時
を
過
ご
す
の
も

こ
の
会
の
第

一
の
イ
ベ
ン
ト
で
　
そ
こ

に
は
先
輩
後
輩
も
な
く
ゴ
ル
フ
を
楽
し

む
仲
間
の
友
情
の
時
間
で
す
。

（Ｓ
３６
　
理
）

タ
ス
キ
が
引
き
継
が
れ
　
年
を
感
じ
さ

せ
な
い
軽
快
な
た
り
で
進
む
．

先
行
走
者
の
二
人
が
待
ち
受
け
る
な

か
、
タ
ス
キ
に
汗
を
し
み
込
ま
せ
た
最

終
ｔ
者
鈴
木
選
手
が
ゴ
ー
ル
．
お
疲
れ

様
で
し
た
‐
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持
ち
回
り
で
今
年
に
絆
梅

‐１，
と
な

っ
た

わ
け
で
す
、
多
ｒ
川
沿
秩
に
は
イー
名
な

酒
蔵
も
多
く
ま
た
立
派
な
油
■
も
沢
山

あ
る
の
で
各
市
幹
事
会
は

，
派
な
酒

，

を
設
け
て
下
さ
い
ま
す
。
近
県
地
区
で

の
　
泊
旅
行
の
会
も
３
ロ
　
ーー
‐―――
リ
ツ

ア
ー
で
小
田
■
の
ア
■
ヒ
ビ
ー
ル
●
場

も
訪
れ
て
出
来
た
て
の
■
ビ
ー
ル
″
楽

し
ん
だ
り
い
つ
も
幹
―――‥
世
話
役
に
は
人

カ
ラ
オ
ヶ
サ
ー
ク

ル
は
　
昨
年

の
総

会

の
際
に
発
会

の
呼
び
か
け
を
行

い
佗

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

年
月
　
国
　
市

‐′、
の
ス
ナ

ッ
ク
で
カ

ラ
オ
ケ
を
楽

し
ん
で
い
ヽ
す
．
原
則
第

た
の
で
し
ば

，，
く
は
忘
れ
て
い
た
計
本

の
ア
ル
コ
ー
ル
の
味
を
快
か
し
く
思
い

出
し
最
高
の

，
―
な
り
■
し
た
．

２
月
７
１１
に
は
〓
年
会
を
兼
れ
て

，

Ю
口
日
の
稲
絆
会
を
　
か
ん
こ
」
立
川

■
で
の
１１１１
“
が
決
ｋ
り
上
し
た
．
受
飲

輩
だ
け
で
な
く
た
た
家
の
方

々
も
多
数

ビ
参
加
卜
さ
い
―
す
よ
う
お
贖
い
中
し

Ｌ
げ
ヽ
す
．　
　
　
　
＾
Ｓ
２
　
理
に
）

四
木
雌
―ｌ
ｏ
６
叶
■
か
ら
で
す
．
カ
ラ

オ
ケ
好
き
の
■
様
の
参
加
を
お
行
ち
し

て
お
り
上
す
．
■
稚
“
■
の
”
＝

０^
一
０
‐
い
∞̈
い
‐
一い
一
一）　
と、
´ヽ
Ｌ
」
つ
一■
．

（
Ｓ

，
　
社
会
）

初
あ
は
ゆ

っ
く
り
Ｌ
　
次
”
に
ひ
と
り

ヽ
た
り
し
迪
い
技
い
て
い
く
．
調
ｒ
Ｌ

〓
す
■
ず
　
公
川
内
を
　
川
し
て
”

ｔ
ィ
に
タ
ス
キ
を
わ
た
す
．
中
継
点
に

は
人
が
あ
ふ
れ
　
自
分
の
チ
ー
ム
の
上

■
を
兄
分
け
る
の
に
汁
労
す
る
　
な
ん

と
か
嘔

つ
け
て
わ
た
す
Ｌ
颯
火
ヒ
几
谷

仕
秀
■
が

′Ｌ
り
出
す
．
■
年
よ
つ
た
つ

か
い
い
．
績
■
の
成
果
が
“
■
に
■
れ

て
い
る
．

公
間
を
■
川
し
た
と
こ
ろ
で
　

，

ｔ
ィ
米
―――
典
弘
■
か
件
ち

，
け
る
．
級

＝
不
足
な
の
で
山
信
か
な
い
と
に
や
い

て
い
た
が
　
思
い
の
――
か
脩
快
に
ｔ

一

て
い
る
で
は
な
い
か
．
が
ん
ば
れ
．
”

，
か

，―――
い
た
ょ
う
か
．
待
ち
受
け
る
■

終
ｔ
‘
鈴
木
　
”
さ
ん
．　
ス
ム
ー
ズ
に

到
十
順
は
何
轟
だ
か
オ，
か
ら
な
い
け

れ
ど
　
と
に
か
く
皆
で
ｔ
り
き

っ
た
。

タ
ス
キ
を
繋
い
で
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
ル

か
　
た

っ
た
■
の
満
足
な
気
持
だ
．
快

い
た
労
感
が
市
空
の
ド
で
　
層
さ
わ
や

か
に
感
じ
る
．

今
日
も
ビ
ー
ル
が

，
い
ぞ
‘

翌
月
の
２
月
　
小
■
は
　
出
身
の
理

Ｌ
■
部
ボ
ー
ト
部
の
同
期
生
と
　
還
鷹

″
一記
念
し
て
ホ
ノ
ル
ル
マ
一フ
ソ
ン
に
出

場
し
た
。
こ
の
時
期
で
は
珍
し
く
快
時

の
ホ
ノ
ル
ル
を
参
加
ｔ
名
全
員
が
め
で

た
く
ｉ
ｔ
し
　
ゴ
ー
ル
で
待
ち
受
け
る

来
敵
な
ワ
イ
キ
キ
ガ
ー
ル
に
レ
イ
を
か

け
て
も
ら

っ
た
．

今
年
も
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
来
し
く

ｔ
り
ま
す
．
　

　

　

（
ｓ
４７
　
理
に
）

炒
々
た
る
太
平
洋
　
。

「気
ま
ぐ
れ

で
変
わ
り
や
す
い
　
ち
ょ
う
ど
人
の
こ

こ
ろ
の
よ
う
に
」
と
モ
ー
ム
が
書
い
た

そ
の
人
平
■
の
ど
共
ん
中
に

バ
ワ
イ
は

あ
る
．
束
西
の
人
と
文
化
が
―――
会
い

融
合
し
　
多
柾
多
様
多
彩
な
　
絶
妙
な

る
文
化
を
磯
す

＾
ワ
イ
．
そ
の
ハ
ワ
イ

の
ワ
イ
キ
■
で
　
格
式
高
い
ロ
イ
ヤ
ル

〈
ワ
イ
ア
ン
ホ
テ
ル
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ロ

ー
ン
で
標
題
の
集
い
が
催
さ
れ
た
．

２
期
８
年
　
＝
校
の
総
■
職
を
企
う

さ
れ
よ
う
と
す
る
白
■
総
長
の
慰
労
会

で
　
枝
友
会
が
に
＝
し
た
。
日
本
か
Ｌ

“
名

（う
ち
鴛
海
関
係
１９
名
）
　

ハ
ワ

イ
稲
門
会
か
ら
２
名
　
計
１
１
０
名
だ

っ
た
。

，
川
稲
円
会
か
ら
は
私
の
ほ
か

中
，

Ｉ
ご
人
去
　
政
経
の
級
友
■
ド
絆

．
郎
家
族
４
人

（大
和
市
イー‥
■
）
を
に

わ
か
■

，ヽ
て
の
立
川
稲
円
会
会
員
及
び

家
族
と
し
　
さ
ら
に
　
多
摩
関
係
で
は

小
亀
川
川
支
部
長
ご
人
″
　
山
ド
＝
康

ご
ｋ

，
　
″
中

の
小
イ
修
　
　
牧
”
４

郎
各
氏
』
が
参
加

し
た
．

■
年
前

の
歓
迎
会

の
と
き
と
同
じ
よ

う
に
風
１
，
な
く
■
や
か
な
好
人
気

で
あ

っ
た
．
　

―――
義
昭

（ナ

レ
オ
稲
叫
会
副

会
ｔ
）
が
Ⅲ
会
挨
拶
を

し
た
後
　
総
合

，ｉｌ
会

は
絣
木
茂

（
几
ツ

，
）
　

川
演

バ

ン
ド
は
白

イー
信
イ

い
る

，

レ
オ

　

ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
　

ニ
ュ
ー
オ

ル
リ

ン
ズ
　

ジ

ャ
ズ

ク
ラ
ツ

の
　
■

に

バ
イ

レ
ベ
ル
の

０
い
バ

ン
ド
．
グ
リ
ー

の
０
い
で
あ
る

白
丼
総
■
も
ブ

ル
ー
　

ハ
ワ
イ
を
歌

っ

て
　
柚
■
喝
え
を
浴
び
た
。
■
た

　

ハ

ワ
イ
ア
ン
と
デ

キ

ノ
ー

の
■
“
も
好
＝

で
あ

っ
た
．

さ
ら
に
会
報

Ｈ
り
で
紹
介

し
た
ア
ウ

ン
　
ア
カ
カ

の
ス
テ

ィ
ー

ル
　
ギ
タ
ー

を
中
心
と
し
た
現
地

の

ハ
リ
イ
ア

ン
バ

ン
ト
と
フ
ラ
も
参
加
し
　
■
た
　
０
訃

式
を
迎
え
た
に
膵
金
　
　
節

卜
ご
夫
■

（小
ｌｌｌ
鳳
稲
円
会
）
が
ス
テ
ー
ン
で
■

価
さ
れ
る
と
い
う

ハ
ブ

ニ
ン
′
も
あ

っ

た
参
加
イ
は
″
い
に
記
念

，
■
″
撮
つ

合
い
　
各
稲
円
会
――――
の
交
流
　
食
す
や

会
話
を
楽
し
み
　
よ
た
　
総
ｔ
も
イ
ア

ー
ブ
ル
を
回

っ
て
記
念
撮
影
に
応
じ
る

な
ど
　
和
気
脇

々
と
し
た
楽
し
い
慰
労

バ
ー
テ
ィ
Ｉ
Ｌ
な

っ
た
．

最
後
は

，
例
の
　
都
の
西
北
　
．
リ

ー
ダ
ー
は
イ‐，～
と
　
性
さ
ん
覚
え
て
お
』

れ
る
か
ど
う
か
　
８
月
の
納
漱

ハ
ー
テ

ィ
に
招
待
し
た
政
経
５
年

　
■
応
援
部

ｌｉ
将
山
内
＝
平
■

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に

内
ｔ
）
．
し
か
も
詰
め
襟
り
の
学
ラ
ン

を
■
で
応
援
指
導
を
し
た
．
都
の
西
北

が
夜
の
ワ
イ
キ
■
ビ
ー
チ
に
０
し
た
．

な
お
　
由
井
総
■
は
奥
様
と
お
崚
様

ビ
ー，１
■
で
あ

っ
た
　
●
た
　
前
――
は
懇

れ
ゴ
ル
フ
が
“
さ
れ
　
総
長
は
ホ
ノ
ル

ル
空
港
か
』
直
行
　
夜
は

＾
ワ
イ
の
名

円
レ
ス
ト
ラ
ン

「ウ
イ

ロ
ー
ズ
」
で
由

●
イ
‐
―
が
中
心
と
な

っ
て

――――
夜
祭
が
行
わ

れ
約
“
が
参
加
し
た
．

鷲
れ
　
彎
良

（
Ｓ
３７
　
政
経
）

写
真
撮
影
は
芳
川
順

一　

早^
稲
田
大
学

マ
ン
ド
リ
ン
楽
稲
会
副
会
長
）
さ
ん
。
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納涼パーティー

シャレツンでわム場 のたCte cto&バ昴 tリ コ ン ビ発 咸
小木曽 夏樹 伊藤 幅子

紬
涼

ハ
ー
テ
ィ
２
０
１

０
に

［
シ
■
ン
ツ
ン
を
嗅

う
「
で
初
―――
場
し
ま
し
た

が
　
盛
大
な
ご
声
援
に
バ

ワ
ー
を
■
一、

一
人
と
も

■
気
に
‐―，―
い
逝
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
　
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
■
し
た
．

デ

ュ
エ
ッ
ト

コ
ン
ピ

ユ
´^
ｘ
一́
ｏ
一
ζ
丼

，

（チ
ョ

チ

■
＆
ナ
ッ
キ
ー
）
は

―ｌｉｌ
立
駅
北
――
に
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
別
の
●
楽
教
■
の
■

従
で
す
が
　
●
い
の
教
ｔ

成

る
――
突
然

に
暢
ｒ
お

“
き
ま
か
ら

「今
年

の
納

■
４
ｒ
に
　
人
で
シ
ヤ
ン
ツ

ン
を
■
い
う
■
　
上

の
■

４

に
び

つ
く
り
仰
ズ
Ｌ
腰

を
，

か

■
　
彼
女

の
シ
ヤ

ン
ッ

ン
“
●
■
く
Ｌ

そ
の

コ
ン
■
―
卜
を
“
漿
さ
れ

て
い
る
が
　
■
に
と

っ
て

充
去
会
に
行
き
来
し
た
り
し
て
い
る
■

の
た
で
す
　

コ
ン
ビ
名
は

，
蔵

（イ
ト

ウ
）
叫
ｒ

（千

コ
ウ

コ
）
　

小
木
曽

（

「
キ
ソ
）
●
樹

（十
ツ
キ
）
を
■
み
合

わ
せ
共
語
乱
み
に
し
●
の
で
す
が
　
■

構
ゴ
ロ
の
い
い
ネ
イ
ミ
ン
グ
に
な

っ
た

と
思
い
●
せ
た
か
，
そ
れ
に
若
者
つ
お

笑
い
コ
ン
ビ
つ
か
と
も
１１１１
こ
え
　
そ
こ

に
「
を
と
う
に
超
え
た
オ
ブ
ィ
サ
ン
ル
一

４
バ
ア
サ
ン
の
０
場
■
い
う
の
も
い
い

か
な
と
思

っ
て
い
●
す

（実
）

い
分
――――
を

，
き
上
し
た
が
　
本
■
で

は
同
会
の
占
川
さ
ん
の
紹
介

か
Ｌ
締
め

ま
で
い
分
“
秒
　
ヶ
え
ら
れ
た
叶
問
内

で
終
わ
り
　

，
務
局
に
ご
迷
惑
を
か
け

サ
ー■
轟
み
ホ
ッ
と
し
す
Ｌ
だ
．

■
た
ち
の
出
場
が
　
■
．川
ｌｉ
円
会
の

い
ろ
い
ろ
な
得
せ
分
野
の
人
が
出
て
く

る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
　
訳
担

（
―
テ

ィ
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
■
●
　
さ
』
に
盛

り
Ｌ
が
る
ｉ
ｌ
で
し
ｔ
う

こ
れ
か
Ｌ
も

几
気
で
■
に
く
叫
い
仕

け
　

一́■
に
出
場
の
機
会
が
あ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
　
　
　
　
　
（
Ｓ
ヽ
　
文
）

レ川稲rl会納涼パーテイ

きる8月 9日 に開催された納涼パーティ

ーには、新コンピ くChO cho&Nakky〉 が初

登場、シャンツンを熱唱。会場を贅嘆の声

で唸らせた。これまでの稲『1フ ラ、本格的

フラダンス、ハワイアンソングもあり、暑

い夏の一夜を涼しく楽しんだ。

¬０
そ
れ
は
咽
唯
ｏ
■
の
り

＾
ビ
リ
と
ボ

ヶ
防
Ｌ

（暗
語
は
１
て
●
大
変
な
の
で

十
　
）
の
た
め
に
気
“
な
気
持
ら
で
“

め
た
も
の
で
あ
り
　
と
て
も
稲
円
”
■

――
”
計
ｔ
■
の
前
で
■
餘
す
る
Ｌ
的

ヽ

臓
前
ヽ
な
Ｌ
　
　
■
に
〓
４
故
を
　
」

●
“
い
●
虚
し
く
■
＾
て
は
彼
女
の
＾

―
ス
〓
■
〓
■
に
“
成

っ
た
次
第

一
コ
ン
ビ
の
名
前
は

，
●
〓
・
舛

イ
年

，
よ
　
デ

ユ
エ
ッ
ト
を
１
山
■

つ

Ｌ
イ

々
が
ツ
ロ
を
旧
お^
う
　
レ
ツ
ス
ン

と
ヒ
ア
′
は
■
の
先
■
―■
御
“
い
し
上

Ｌ
■
う
れ
ユ

　^
　
」

そ
れ
か
■
は
　

，
日
の
レ
ッ
ス
レ
■
一

カ
ラ
オ
ヶ
■
―
ム
の
密
■
で
の
　
人
だ

け
の
特
訓

（
つ
）
を
経
て
０
と
が

，
■

に

「■
川
稲
円
全

納
漱
祭
　
の
デ
ビ

ュ
ー
を
来

，こ
し
た
次
”

　

■
詞
を
‐―――

違
え
な
く
て
■

，

っ
た
れ
」
が
　
人
の

■
迪
の
感
想
な
い
１１
　
１
９
６
０
か
ら

８
０
年
代
に
Ｌ
や
か
に
‐――
代
を
形

っ
た

シ
■
ン
ッ
ン
ト
も
本
場
フ
ラ
ン
ス
で
は

ア
メ
リ
カ
ン
　
ホ

ッ
，

ス
の
影
響
を
色

晨
く

，
け
　
越
路
哄
■
や
高
共
”
な
ど

の
■
年
の
ス
タ
ー
や
人
御
所
石
■
好
ｒ

も
鬼
籍
に
入
つ
た
――
本
の
シ
ャ
ン
ツ
ン

界
も
か
っ
て
の
世
き
を
失

っ
て
は
い
る

が

　

一人
生
を
計

，
　
■
と
恋
を
唄
い

あ
げ
る

ノ
■
ン
ソ
ン
の
魅
力
」
は
捨
て

か
た
い
魅
力
と
奥
行
き
が
あ
り
　
今
後

も

九
気
あ
る
か
ざ
り
Щ
い
続
け
よ
う
と

思

っ
て
い
る
　
き
て
　
こ
の
■
の

，
●

争
●
”
‘
晏
】
の
ご
評
価
や
如
何
に
つ

′
ラ
ボ
ー
ーー
」

「
ア
ン
コ
ー
ル
ーー

の
■
声
が
掛
か
る
な
』
”
た

の
お
――
兄

え
，「
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
昴
　
社
■
）

納
涼
パ
ー
テ
イ
ー
に
招
か
れ
て

●
川
稲
門
会
納
涼

ハ
ー
テ
ィ
ー
に
近

隣
稲
円
０
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
●

き
上
し
た
　
二
の
納
Ｉ

ハ
ー
テ
ィ
ー
は

，
年
■
し
■
に
し
て
お
り
　
昨
年
か
ら

は
，
川
価
門
会
の
フ
ラ
ィ
ン
ス
テ
ー
ム

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ヽ
　
ヽ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ヽ
Ｅ
を
――
リ

に
■
成
さ
れ
た
府
中
崚
た
会

　
ハ
ワ
イ

ァ
ン
を
来
に
も
う
０
」
７
ラ
ダ
ン
ス
千

１
ム
Ｌ
ｔ
と
も
参
加
さ
■
て
い
た
だ
い

て
い
、
十

腋
し
い
人
２
の
人
る
夕
性
れ
時
　
Ｌ

〓
こ
大
や
か
な
ビ
ー
ル
で
唯
を
潤
し

た
■
を
楽
し
‘
　
語
ｉ，
い
　

ハ
ワ
イ
ア

ン
の
調
人
Ｌ
チ
ー
ム
リ
ー
ク
●
〓
れ
た

一掟
し
い
●
ン
ス
に
――
を
年

わ
れ
る
納
沐

ハ
ー
テ
ィ
ー
の
ひ
Ｉ
ル
一キ
）は
Ｉ
の
楽
Ｌ

■
で
，も
あ
●
ｔ
ヽ
十
．

初
め
て
参
加
し
た
Ｌ
●
納
漱

＾
―
■

マ
ー
は

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ト
の
●
Ａ
を

中
心
に

，
ラ
ダ
ン
ス
の
人
ろ
　
南
ロ
ム

ー
ド
　
杯
の
バ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
　
今

年
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は

（
ワ
イ
ア
ン
だ
け

で
は
な
く

レ
■
ン
ソ
ン
ヽ
人
つ
て
　
よ

り
―１１
際
こ
の
あ
る

（

，
テ
ィ
ー
ー
な

っ

て
　

，
川
柿
門
会
の
サ
々
の
■
■
ィ
ぶ

り
に
唯
々
“
か
さ
れ
る
だ
か
つ
で
■
．

お
か
げ
さ
■
で
当
″
中
ｔ
々
会
の
メ

ン
バ
１

１，
十
一川
稲
円
会
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

テ
ー
ム
の
ご
指
■
■
ろ
し
く
　
昨
年
よ

り
山
信
を
も

つ
て
ご
　
緒
に
ア
ン
ス
を

■
■
露
で
き
た
●
う
で
す
．
今
後
も
さ

ら
に
仲
習
を
市
■
　
■
り

‐―ｌｉ
■
●
技
術

に
よ
る
●
ン
ス
が
技
露
で
き
る
●
う
メ

ン
バ
ｌ
ｔ
●
■

っ
て
く
れ
る
も
の
上
川

大
島
　
正
敬

件
し
て
い
ま
す
．

■
，

会
，

も
お

っ
し
や
っ
て
い
ま
し

た
が
　
今
年
は

，
“
―――
人
■
技
女
会
に

と

っ
て
は
設
十
一１
２
５
周
年
と
い
う
節

――
の
年
　
こ
の
節
口
を
記
念
し
て
　
武

蔵
＝
山
　
羽
村
の
両
市
に
稲
円
会
が
設

け
で
き
ま
し
た
．
こ
れ
も
大
学
校
友
会

組
織
４
■
会
嗣
′
員
●
で
も
あ
る
志
村

会
■
の
ご
ヽ
力
の
お
か
げ
で
す
．
そ
の

両
稲
門
会
の
幹
部
の
サ
々
を
納
涼
バ
ー

一プ
ィ
ー
に
お
沼
き
で
ヽ
・た
こ
と
も
同
じ

多
■
の
“
門
会
の
　
■
と
し
て
う
れ

し
い
―――
来
■
で
し
た
，
両
市
と
も
地
政

学
的
に
も
■
川
社
山
な
く
し
て
は
広
く

多
摩
各

―――
と
交
流
を
よ
げ
て
い
け
れ

い
と
思
い
●
す
．
今
後
と
し
両
稲
円
会

の
活
動
Ｉ
Ｉ
化
つ
た
め
に
も
立
川
稲
門

会
の
納
涼

＾
―
テ
ィ
ー
ル
い
う
代
会
を

活
用
さ
■
一て
い
た
だ
け
だ
ら
１
い
う
の

が
■
隣
“
門
会
か
ら
の
お
い
い
で
す

最
後
ｌｉ
　
納
“

バ
ー
テ
ィ
ー
の
■

，

と
し
て
¨
■

っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
ｔｉ

感
謝
中

，
に

，
す
す（■

中
●
■
会
会

，
）

フィナーレはアロハ オエの合唱
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０
平
成
２‐
年
の
１２
月
の
役
員
会
か
ら

引
き
継
ぎ
を
う
け
　
月
日
は
押
し
出
さ

れ
る
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
が
お
力
を
貸
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。い

つ
も
ご
支
援
く
だ
さ
る
伊
藤
勲
様

か
ら
今
年
度
も
新
年
会
、
観
桜
会
、
納

涼
、
そ
し
て
総
会
と
行
事
の
た
び
に
２

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
ア
サ
ヒ
飲
料
の
岡
田
正
昭
様
、
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
澤
日
賢

一
様
か
ら
も
観

桜
会
に
た
く
さ
ん
の
飲
み
物
を
差
し
入

れ
て
い
た
だ
き
、
１
２
５
周
年
の
稲
門

祭
で
も
二
多
摩
模
擬
店
に
缶
ビ
ー
ル
４

ケ
ー
ス
の
ご
寄
贈
を
厚
か
ま
し
く
も
お

願
い
い
た
し
、
毎
年
で
す
が
ご
快
諾
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
稲
門
祭
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
町
田
弘

様
の
東
京
貿
易
か
ら
美
し
い
全
面
広
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
会

報
で
す
が
、
今
年
も
１５
名
の
会
員
の
方

か
ら
名
刺
広
告
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
行
事
に
ご
参
加

の
会
員
、
ま
た
多
忙
な
中
　
ば

つ
と
集

ま
っ
て
会
合
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
役

員
の
方
々
。
こ
う
や
っ
て
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
が
結
集
し
て
い
る
こ
と
を

有
難
く
、
感
謝
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

０
大
学
は
■
月
５
日
か
ら
鎌
田
薫
新

総
長
が
登
場
で
す
。
Ю
月
１７
日
の
校
友

会
１
２
５
周
年
式
典
や
稲
円
祭
で
は

一

日
校
友
の
み
な
さ
ん
と
過
ご
さ
れ
、
お

顔
を
拝
見
し
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
し
つ
か
り
と
早
稲

田
大
学
を
発
展
さ
せ
て
は
し
い
と
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

０
今
回
の
総
会
後
の
イ
ベ
ン
ト
は

「

と
き
め
い
て
、
歌
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
　
参
加
者
み
な
さ
ん
と
歌
う
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
声
を
出
す
こ
と
は
心

が
と
き
め
く
こ
と
と
思

つ
て
い
ま
す
。

川
端
博
美
副
会
長
の
ビ
ア
ノ
伴
奏
で
練

習
を
し
ま
し
た
。

「早
稲
日
の
栄
光
」

は
伴
奏
譜
面
が
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
Ｃ
Ｄ
か
ら
伴
奏
を
起
こ
し
て

く
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
迫
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
生
の
ビ
ア
ノ
伴
奏
は
優

雅
て
と
つ
て
も
贅
沢
な
時
間
で
す
。
是

非
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

０
今
年
度
か
ら
組
織
担
当
役
員
は
会

員
増
に
取
り
組
み
、
事
業
担
当
役
員
は

事
業
の
充
実
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
年

代
を
し
ば

つ
た
り
、
会
員
自
筆
の
お
誘

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
り
と
工
夫
を

し
て
未
参
加
の
校
友
に
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
何
人
の
方
か
ら
お
返
事
が

く
る
か
、
出
席
は
ど
の
く
ら
い
い
た
だ

け
る
か
な
ど
新
し
い
方
の
参
加
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
卒
業
し

た
立
川
在
住
の
新
卒
業
生
に
も
総
会
の

ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。
も
つ
と

多
く
の
方
の
返
信
を
い
た
だ
き
た
い
、

そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
ま

た
新
し
い
角
度
か
ら
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
を

ご
覧
に
な

つ
た
み
な
さ
ん
か
ら
ご
連
絡

や
ご
参
加
を
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い

限
り
で
す
。

０
今
年
の
会
報
は
、
校
友
会
設
立
１

２
５
周
年
を
１
面
に
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
豪
華
に
賑
や
か
に
終
わ
り
ま
し

た
。
写
真
は
中
村
信
さ
ん
で
す
。
こ
の

会
報
は
毎
年
中
村
信
、
中
村
大
さ
ん
の

多
大
な
ご
協
力
の
も
と
皆
さ
ま
に
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

志
村
新
体
制
は
、
役
員
の
担
当
制
で

活
動
力
の
強
化
が
始
ま
っ
た
。
立
川
稲

門
会
の
組
織
強
化
を
志
村
会
長
以
下
ｎ

名
が
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
立
川
市

在
住
の
校
友
会
数
１
０
８
０
人
、
校
友

会
費
納
入
者
２
７
１
人
、
会
費
納
入
率

２５
　
∞
％
０
三
多
摩
プ
ロ
ツ
ク
平
均
２４

８３
％
で
、
ほ
ぼ
平
均
で
す
。
立
川
稲

門
会
は
、
様
々
な
面
で
常
に
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
と
自
負
し
て
き
た
が
、
会
員
数

で
は
他
と
変
わ
ら
な
い
。
会
員
拡
充
で

会
員
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
い
う

だ
け
の
考
え
で
は
な
い
。
人
間
と
し
て

母
校
を
愛
し
　
少
し
て
も
お
役
に
立
て

た
り
同
じ
早
稲
田
で
学
ん
だ
仲
間
と
、

近
く
で
末
永
く
交
流
が
出
る
機
会
を
ぜ

ひ
持

っ
て
は
し
い
と
の
熱
い
思
い
で
未

入
会
の
人
に
働
き
か
け
て
い
る
。

４
月
の
観
桜
会
と
、
８
月
の
納
涼
パ

ー
テ
イ
ー
に
　
未
入
会
者
に
働
き
か
け

を
行
っ
た
。
観
桜
会
に
は
∞
歳
代
１
０

０
名
に
、
志
村
会
長
の
心
を
込
め
た
お

誘
い
の
文
章
と
、
小
木
曽
夏
樹

Ｓ^

・

３５
政
経
）
、
和
国
宏

（
Ｓ
“
・
文
）
、

川
端
博
美

（Ｓ
４９
　
法
）
３
人
の
立
川

稲
門
会
に
入
会
し
た
時
の
き
っ
か
け
と

か
、
気
持
ち
を
感
動
的
な
文
章
を
添
付

し
た
。
結
果
は

一
人
が
入
会
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ｔ
′
倒
”
機
”
の
開
発
餃
滸

技
脩

●
，
サ
ル
タ
ン
ト

株
式
会
社
　
エ
ル
テ
ッ
ク

ー

長

野

長

正

（Ｓ
２
　
理
工
）

東
大
和
市
仲
原

一
―
三
―
一
三

Ｆ Ｔ

Ｈ

Ｈ

（
〇

四

二

〉

五

六

六

―

一
〇

三

二

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
大
樹
法
律
事
務
所

…

榎

本

信

行

ξ

”
　
法
）

新
宿
区
新
宿

一
―

一
〇
ｌ
二

大

田
紙
興
新
宿
ビ
ル
人
階

Ｔ
Ｅ
ｔ

（〇
一こ

〓
〓
一五
四
―
九
六
六

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
一〓

〓
〓
一五
四
―
三
三
二
四

８
月
の
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー

ヘ
の
案
内

は
前
回
の
こ
と
を
ふ
り
返
り
　
更
に
カ

を
入
れ
た
。
対
象
を
昭
和
４０
年
～
∞
年

卒

約^
５５
歳
～
匈
歳
）
に
広
げ
１
６
３

人
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
発
送
。　
一
枚

一
枚

に

「地
元
の
仲
間
と
早
稲
国
の
普
に
か

え
り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
Ｏ
Ｏ
町
氏
名

近^
く
の
担
当

者
）
」
と
手
書
き
し
た
。
往
復
バ
ガ
キ

の
返
信
２６
通
、
返
信
率
１６
％
０
出
席
５

名
入
会
考
え
ま
す
Ю
名
。
住
所
不
明
の

戻
り
は
０
。
前
回
よ
り
結
果
が
良
く
少

し
喜
ぶ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
往
復
ハ
ガ

キ
の
返
信
率
１６
％
に
愕
然
と
す
る
。
個

々
に
様
々
な
事
情
が
あ
る
と
し
て
も
、

母
校
か
ら
の
案
内
に
返
信
を
お
願
い
し

ま
す
。

人
生
の
幸
せ
は
、
心
の
通
じ
あ
え
る

人
た
ち
と
の
語
り
合
い
交
流
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
担
当
者
は
、
少

し
の
お
せ
っ
か
い
を
承
知
で
今
後
も
工

夫
じ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

Ｓ^
３９
・
文
）

広
報
委
員
会
　
鴛
海
量
良

・
小
林
章

子
　
志
村
順
子
　
長
野
長
正
　
中
村
信

・
錦
織
文
良
　
原
健

一　
古
川
剛
久

米
国
典
弘

・
和
国
宏

（五
十
音
順
）

制
作

・
ア
ー
ト
　
中
村
大

（ア
イ

エ
ー
　
ピ
ー
多
摩
）

薫
海
公
認
会
計
士
●
覇
所

立
川
市
嗜
町
ニ
ー
三
二
―
三

サ

ン
パ
レ
ス
立
川
三
０
■
号

１
３
１

〇^
四
二
〉
五
二
七
―
六

一
九

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇^
四
二
）
工
二
四
―
九
Ｉ
ｔ
Ｏ

鴛

海

品量

ζ良

編
集

▼
上
記
の
広
瀬
さ
ん
ら
の
会
員

後
記

拡
充
活
動

へ
の
一
助
に
も
と
広

報
委
員
会
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
会
報

通
信
、
そ
の
元
と
な
る
の
は
何
と
い

っ
て
も
情
報
で
す
。
両
方
向
の
情
報
の

交
信
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（信
）

加
賀
美
和
夫
さ
ん

（Ｓ
２８
　
法
）

平
成
２‐
年
Ｈ
月
９
日
逝
去

磯
部
勉
さ
ん

（Ｓ
２７
　
理
工
）

平
成
２‐
年
１２
月
８
曰
逝
去
。

稲酔会       古川 剛久 5350717

立

"縦
策の会    中村 克久 5273559

ゴルフ愛好会    lI藤 英彦 5748835

駅伝同好会     小林 和雄 5263245

ラグビーを要する会 大上  保 5060940

カラオケサークル  佐竹茂市郎 52)8921
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Ю
月
１７
Ｈ
午
前
Ю
眸
か
ら
２
０
１
０

年
ホ
ー
ム
カ
ミ

′
′

〓
，

―
と

，
せ
て

行
わ
れ
た
記
念
人
典
に
社
き
　
ロ
ーーー
■

か
ら
リ
ー
プ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
で
純

賀
会
が
開
催
さ
れ
た

参
加
イ
は
全
国
の
県
ｋ
“
■
　
副
ｋ

部
■
　
部
内
“
円
会
会

，
　
‐ｉｌｌ
会
■

幹
事
ｋ
　
校
女
会
幹
■
な
ど
お
１
／
３

０
０
人
　
記
念
人
典
と
同
し
く
キ
ャ
ス

タ
ー
宮
川
俊
　
氏

（十
レ
オ
“
円
会
副

幹
■
●
）
の
同
会
で
進
め

，，
れ
　
贅
々

会
会
長
で
も
あ
る
山
丼
総
長
七
椰
―――
代

表
幹
■
の
ビ
技
ル
の
あ
と
　
腋
女
会
功

労
イ
ー３
人
が

，
壇
　
記
念
式
彙
で
は
代

表
者
　
人
で
あ

っ
た
が
　
こ
こ
で
は
改

め
て
総
■
か
ら
　
人
ひ
と
，り
に
人
形
状

が
手
渡
さ
れ
た

引
続
き
鈍
開
き
に
向
■
総
ヽ
　
奥
島

前
総
■
　
西
原

几
裕
長
　
出
■
計
議
員

会
会
ｋ
　
Ｈ
枝
商
議
員
会
会
長
　
福
―――

代
表
幹
■
ら
が
エ
ン
ジ
の
法
被
を
す
て

，
壇
し
　
新
鴻
の
贅
女
高
澤
英
介
氏
寄

Ｗ
の
”
木
　
■
卜
　
個
の
鈍
を
抜
い
て

，
会
が
始
１

つ
た

最
後
は
も
ち
ろ
ん
枝
歌
●
嘔
　
稲
円

祭
典

っ
■
中
で
の
行
■
の
た
め
　
叶
問

で
お
Ⅲ
き
と
な
―，
　
そ
の
後
　
参
加
イ

は
そ
れ
ぞ
れ
に
稲
円
祭

＾
――，―
か
つ
た

私
―
，
●
川
柿
門
会
が
ス
タ
ツ
プ
に
多

数
参
加
し
て
い
る
　
■

ロ
ン
　
ド

多
い
に
は

，
　
ひ
し
時
を
楽
し
た
だ

（
‐―――
記
）
私
の
２
０
０
１
年
か
ら
８
年

に
及
ふ
介
贅
在
凧
中
　
け
ヽ
側
立
１
２

５
川
年
記
念
■
業
薇
金
に
つ
い
て
　
人

■
か
ら
，ヽ‥
川
“
円
会
に
依
軸
さ
れ
た
１

９
７
５

，
円
に
対
し
■
組
は
１
億
５
１

３
０
万
円
　
■
成
■
が

，
日
”
　
化
７

６
６
％

（　
位
【

，――‐
川
の
２
６
６
●
）

で
あ

つ
た

こ
と
が
に
な

理
山
で

，
―，
る
が

　
こ
の

た
び
の
校
々
会
功
労
イ

‐７
名

支^
部
関
係
）
の
う
ち
の

一
人
に

建
ば
れ
た
．
こ
れ
は
偏
に
立
川
稲
円
会

会
員
の
人
勢
の
方

々
の
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
　
し
た
が

つ
て
そ
の
間
た
ま
た

ま
会
長
で
あ

つ
た
ス
が
代
表
し
て
授
賞

す
る
栄
首
を
担

っ
た
に
過
ぎ
な
い
　
こ

の
授
賞
は
地
力
の
　
稲
円
会
に
過
ぎ
な

い
立
川
稲
円
会
が
　
母
校
早
稲
田
大
学

に
優
れ
て
貢
献
し
た
こ
と
を
大
手
が
認

め
た
こ
と
の
証
し
で
あ
る
か
ら
　
私
は

非
■
に
嬉
し
く
　
か
つ
　
誇
り
を
持

っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
．
会
員
の
苦

き
く
に
は
在
職
中
　
会
を
盛
Ｌ
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
深
く
厚
く
感

謝
中
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
あ
り
が
と

う
〓
ざ
い
ま
し
た
．

鴛
海
　
壺
良

（
Ｓ
３７
　
政
経
）

十
川
稲
円
会
に
入
会
し
た
の
は
平
成

８
年
の
り
で
し
た
　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

西
東
京
支
社
長
と
し
て
●

．川
に
転
勁
し

ま
し
た
　
初
め
て
の
上
地
で
も
あ
り
知

”
合
い
も
い
な
い
た
め
何
と
な
く
に
し

い
――
々
´
一送

つ
て
い
た
と
こ
ろ
　
た
ま

た
ま
得
き
先
エ
ー，
稲
円
会
の
■
を
聞
い

て
　

，
速
入
会
し
て
み
ま
し
た
　
当
時

会
長
は
鈴
木
健
　
さ
ん
で
大
変
活
た
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
入
し
ぶ
り

写
真
　
Э
記
念
祝
賀
会
の
席
上
で

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
る
。
０
記
念
祝
賀
会
の
壇
上
に
功
労
者
十
三

人
が
登
壇
．

松
田
敬
吾

（昭
島
相
門
会
幹
事
長
）
さ
ん
撮
影
．

ｉ̈

都

の

西
北

一
を

歌

い
，

稲

―――
を
軸

に

人

の
輪

が

サロン ド 三多摩スナップ集
0多摩の銘酒「嘉泉Jの樽酒は売れ行き絶好調.0じ つくり座
りこんで飲み始めた人も。Oはやばやと全商品完売記念。

ム
か
つ
同
時
に
イー‐
■
●
順
調
に
■
び
だ

し
美
し
た
．
ち
ら
ろ
ん
総
会
　
卜
●
昭

和
記
念
公
国
で
の
投
悩
会
■
ア
■
コ
ー

ル
の
出
る
会
合
‐―
必
十
１１１
Ｌ
し
、
い
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